
個人・その他
64.7％

外国人・外国法人 0.7％
その他国内法人（自己株式含）8.5％

金融機関・証券会社 26.1％

商 号

代 表 者
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数

発行可能株式の総数
発行済株式の総数
発行済株式の株主数

連結子会社 株式会社福山コンサルタント（福岡県） 
株式会社環境防災（徳島県） 
株式会社地球システム科学（東京都） 
株式会社エコプラン研究所（福岡県） 
福山ビジネスネットワーク株式会社（福岡県）
株式会社ＳＶＩ研究所（東京都）

12,000,000株
6,727,122株  ／自己株式132,361株を除く
3,195名  ／前期比57名減

事 業 年 度
定時株主総会
配当基準日
公 告 方 法

株主名義管理人

同事務取扱場所

（連絡先）

毎年７月１日から翌年６月３０日まで
毎年９月
期末（６月３０日）、中間（12月31日）
電子公告により行います。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告をすることができない場合は、日本経済新聞
に掲載いたします。
ホームページアドレス
https://www.fchd.jp/ir/shareholder_information.html

東京都千代田区丸の内一丁目３番３号
みずほ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目３番３号
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部
〒168-8507  東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電話0120-288-324（フリーダイヤル）

株式会社ＦＣホールディングス
Founder's Consultants Holdings Inc.
代表取締役社長　福島 宏治
福岡市博多区博多駅東三丁目６番18号
４億円
419名(連結) 

株主さま・投資家さま向け
ウェブサイトのご案内

表紙 ： 恒見朽網線
調査・計画・設計等、様々な業務を通じて提案を行った北九州市の幹線道路が
2024年５月に開通しました。

持株数(千株)株主名 持株比率(%)

7.82
4.35
3.62
3.53
3.52
3.18
3.06
2.51
2.44
2.39

  ＦＣホールディングスグループ社員持株会
  株式会社もみじ銀行
  株式会社西日本シティ銀行
  日本証券金融株式会社
  株式会社福岡銀行
  株式会社十八親和銀行
  奥村  学
  丸田  稔
  株式会社ＳＢＩ証券
  土橋  史和

526
292
243
237
236
214
205
168
164
160

■所有者別状況 （注）自己株式を含む

大株主（上位10名）■株主の状況

株式事務のご案内

株式の状況（2024年12月31日現在）

会社概要（2024年12月31日現在）

会社概要／株式の状況

株式会社 ＦＣホールディングス 2024年７月１日～2024年12月31日

株式会社FCホールディングス

ド：6542証券コード

第９期 中間報告
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※企業理念にそって、組織、ひと、働き方、事業、戦略全般の
「再定義」をすすめて100年企業へ進化する。

株主の皆様には、平素から格別のご理解、ご支援を賜り
厚く御礼申し上げます。
当社グループの主要事業分野である建設コンサルタント
業界は、国内では年初に発生した下水道管の破損が原因と
みられる大規模陥没例を引き合いに出すまでもなく、老朽
化する社会インフラに対する対策が喫緊の課題となってい
ます。防災・減災、国土強靭化等の諸施策に加えて、人口減
少・高齢化社会における住みよい社会の実現と、グローバ
ル競争の中での持続的な成長戦略推進のためのコンサル
ティングサービスへの社会的ニーズは益々高まってきてい
ます。市場環境も、安定的な公共投資規模の持続に加えて、
官民連携も加えた新たな仕組みの萌芽期にあります。また、
海外においても、急激な気候変動等に起因する大規模災害
や局地的紛争が多発する中において、我々の備えた技術へ
の期待は大きいものがあります。
このような状況の中で、経営理念である［新しい価値の創
造により社会の持続的発展に貢献する］ことを常に意識し
て、第５次中期経営計画はRedefinition(再定義)を旗印に、
既存の事業枠組みを脱皮してグループ内外を問わない共創
戦略を強力に推進しています。一挙に進化してきた人口知能
等の新技術の活用に加えて、それらを使う最重要な経営資
源としての「ヒト」に対する人的資本投資の促進により「多様
な働き方、社員の人間的成長並びに自己実現の場としての
組織編制」、「サスティナブル経営力の向上」に努めています。

母体企業創業から76年の歴史、組織力、ぶれることのな
い「基本は技術」のストロングカルチャーを背景に、常に
人々に信頼され頼りにされる専門技術サービスを提供する
ことが我々の社会への約束です。安全・安心な社会の構築に
寄与すべく、持続可能な開発目標（SDGs）達成への貢献度
を高め、環境、社会に配慮した足腰の強い社会の公器として
の組織の構築を進めてまいります。
更に、上場企業の責務として、企業統治にも一層の注力

を続け、役職員一丸となって「資本コストや株価を意識した
経営」の実現に向けた取り組みを加速し、企業価値の継続
的な向上を図ってまいります。
当社グループは本年３月で株式上場30周年を迎えます。

これもひとえに株主の皆様、顧客の皆様の日頃からのご支援
と御愛顧の賜物と深く感謝申し上げます。
株主の皆様には、引き続きご理解を頂き、変わらぬご支援

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2025年３月

代表取締役社長

「再定義※」

営理念念
MMissioonn

Founder’s Consultants Holdings Inc.
新新ししい価値値値をを創創創造すするる専門門門家家集集集団

ＦＣホールディングス

目指す姿
Vision

１.多様な分野の専門技術と連携し
社会課題の解決に向けて挑戦を続ける

２.健全で透明性の高い誠実な経営を持続する

新しい価値の創造により
社会の持続的発展に貢献します

１.我々は高い技術力を基本とした事業活動で
顧客満足を達成します

２.上質な顧客価値の創造により利益を生み
社会と株主に対する責任を果たします

３.全従業員が仕事に誇りをもち仕事を通じて
人間的成長と幸福を達成します

行動指針
Rule

新たなな新たな新たな新たな新たなな新たな新たな
事業の事業の事業の核の創創創創核の創核の創出出出出出出出事業の業の核の創創創核の創出出出出

拡 張

M&A推進を中心戦略とした規模・市場の拡張戦略３

戦略２

戦略１

研究開発、他社連携を核とした共創戦略の強化

既存事業の深化（強みに更に磨きをかける）

86億円86億円
現  在現  在

130億円超

100年企業へ
第５次中期経営計画期間

100億円超100億円超

第６次中期経営計画期間

事
業
規
模

共 創
新分野新分野・地域域域・地域新分野新分野・地域域域

深 化
建コン事業

建コン事業

新分野 域域新分野新分野新分野・地域域域域・地域地

建コン事業

中期経営計画

第５次 中期経営計画 ／ 2022年7月～2028年6月新しい価価値の創造により
社会の持持続的発展に貢献しますす
～「基本は技技術」～をStrong Cultureとして

Top Message

RedefinitionRRRRRRRRRRReeeeeddddddeeeffffffiiiiiinnniiiiiitttttttiiiiiiiioooooonnnnnnn



安全な交通の確保と効率的な維持管理のため
に、道路構造物の点検に取り組んでいます。
島々と本州を結ぶ「安芸灘諸島連絡架橋」の
うち、本州より３番目の橋にあたる「豊島大
橋」の点検を実施しました。

佐賀県嬉野市において、自動運転EVバスを今後の観光まちづくりにおけ
る「地域共創シンボル」として地域実装すべく実証実験を行っています。
今期は地域実装時のサービス形態やビジネスモデルを見据えた実証実験
を実施し、利用者ニーズや夜間運行の必要性、安全対策、収益性、経済波
及効果等について検証を行いました。

「嬉野市未来技術地域実装事業」を（株）福山コンサルタント、日本工営（株）、（株）ケー・
シー・エスの３社で組成した共同企業体で受託

エチオピアの小都市では、人口増加に伴い給水
需要が高まる一方、給水施設の建設が追い付いて
おらず、安全な水供給に課題を抱えています。
オロミア州の６小都市を対象とした管路給水施設
建設の、調査、計画、施工管理を実施しています。

下水道資源を活用した市民参画型ホップ栽培、収穫した生
ホップと緩速ろ過の水道水で醸造した地ビールを地域ブラ
ンドとして展開しています。
この「自然再興型第6.5次産業」を推進する取組みが評価
され、『国内肥料資源の利用拡大に向けた全国推進協議会
奨励賞』を受賞しました。

国土交通省が進めているPLATEAUを活用して災害情報の収集
や、避難ルート検討を簡易に行うことができる地区防災計画作
成支援ツールを開発しました。
頻発・激甚化する災害に対して、地域住民、自主防災組織、地方
公共団体等の多様な主体が最新の情報をリアルタイムに確認・
更新できる環境を提供することで、地域の自助・共助力の向上
に貢献していきます。

年初に発生した下水道管破損に伴う道路陥没事故によって、
下水道管の老朽化、点検が注目されています。
当グループ研究機関ＳＶＩ研究所において進めてきた下水道分野
での複数の研究・商品群
の、市場展開を強化して
います。
また、ウォーターＰＰＰ※

導入可能性調査を３件
受注しました。

2008年架設   単径間吊橋
橋長903.2m・最大支間長540.0ｍ

豊島大橋

※ウォーターＰＰＰ
下水道等、水関連の公共施設の管理や更新を、官民連携（Public Private Partnership：ＰＰＰ）で長期的かつ効率的に行うことを目指す取り組み

下水道資源を活用した地ビール「KITAKYUSHUダブリュー」地区防災計画作成支援ツール

下水道管損傷検出イメージ ウォーターPPPのイメージ

井戸揚水試験自動運転ＥＶバス

豊島大橋 橋梁点検の様子

地
方
公
共
団
体

民
間
事
業
者
等

長期間、維持管理と更新を一体的に民間委託

点検・清掃

計画・設計修繕・改築

自動運転EVバス運行実証実験／佐賀県嬉野市 小都市給水施設整備／エチオピア国

社会インフラ防災事業 新分野

豊島大橋 橋梁点検／広島県呉市 ツールを用いた防災計画策定支援

水道インフラソリューション分野

下水道資源を活用した

地ビール醸造・販売からまちづくり

事業活動 Business Activities

モビモビモビモビモビモビモビモビビリテリテリテリテリテリテリテティ形ィ形ィ形ィ形ィ形ィ形ィ形形成事成事成事成事成事成事成事業業業業業業業 環境、都市・地域創生事業

TOPICS



連結売上高

 3,989 百万円
連結経常利益

426百万円

配 当

期首公約配当額 30円
連結当期純利益

286百万円

前年同期比

＋6.2％

：中間 ：通期 ：通期計画

：業績加算：期首公約

前年同期比

＋86.7％

前年同期比

＋54.2％
単位：百万円 単位：円

単位：百万円単位：百万円

2024年6月期 2025年6月期

3,852 3,756 3,989

8,566

2023年6月期

8,526 8,800

2024年6月期 2025年6月期

273
185

286

808

2023年6月期

670

850

※2019年6月期から2023年6月期まで「５期連続」株式分割（1：1.1）実施

20

2023年6月期 2025年6月期

30

22

５

25

α５

2024年6月期

α

2024年6月期 2025年6月期

358
228

426

1,202

2023年6月期

1,135
1,200

連結貸借対照表（要約）

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

科目 科目

連結損益計算書（要約）

自2023年７月１日
至2023年12月31日

自2024年７月１日
至2024年12月31日

自2023年７月１日
至2023年12月31日

自2024年７月１日
至2024年12月31日

単位：千円 単位：千円

単位：千円

負債の部
流動負債

固定負債

負債合計

純資産の部
株主資本

　資本金

　資本剰余金

　利益剰余金

　自己株式

その他の包括利益累計額

純資産合計

負債純資産合計

資産の部

流動資産

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

資産合計

営業活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の
中間期末残高 

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

現金及び現金同等物に
係る換算差額

財務活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

1,465,510

289,495

1,755,005

7,388,284

400,000

1,046,116

6,181,322

△ 239,154

141,103

7,529,388

9,284,394

3,355,739

214,887

3,570,627

7,533,378

400,000

1,101,935

6,269,383

△ 237,940

118,749

7,652,127

11,222,755

前連結会計年度

前中間連結会計期間

当中間連結会計期間

当中間連結会計期間 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

2024年６月30日 2024年12月31日
前連結会計年度 当中間連結会計期間
2024年６月30日 2024年12月31日

△1,911,494

△64,494

1,803,261

△11

△172,738

1,630,459

1,457,720

△1,912,954

△161,056

1,707,583

△42

△366,469

1,723,536

1,357,067

3,756,937

2,687,701

1,069,235

842,085

227,150

5,441

4,261

228,330

92,471

320,801

134,996

185,804

185,804

3,989,559

2,780,790

1,208,769

784,731

424,038

6,862

4,691

426,209

ｰ

426,209

139,612

286,596

286,596

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

税金等調整前中間純利益

法人税等合計

中間純利益

親会社株主に帰属する
中間純利益

科目 科目

4,274,853

5,009,541

4,152,155

42,424

814,960

9,284,394

6,148,879

5,073,875

4,224,740

37,243

811,892

11,222,755

連結財務諸表連結業績ハイライト


